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い
い
で
農
村
未
来
研
究
所
が

設
立
さ
れ
ま
し
た

〜
手
づ
く
り
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
〜

本
町
は
50
年
前
か
ら
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
住
民
、
行
政
、

研
究
者
の
協
働
で
の
地
域
活
動
を
進
め
る
中
で
飯
豊
町
農
村
計
画
研
究
所
が
設
立
さ
れ
、

住
民
参
画
で
の
土
地
利
用
計
画
づ
く
り
を
進
め
、
総
合
計
画
へ
と
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
活
動
は
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
、
い
い
で
農
村
未
来
研
究
所

を
設
立
し
て
、
農
村
と
し
て
希
望
あ
る
未
来
へ
と
歩
み
続
け
ま
す
。

７
月
28
日
、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ

〜
す
」
に
お
い
て
、
い
い
で
農
村
未
来
研

究
所
理
事
会
・
運
営
委
員
会
合
同
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
、
い
い

で
農
村
未
来
研
究
所
の
機
関
と
し
て
、
全

体
組
織
や
事
業
計
画
の
方
向
性
を
定
め
る

理
事
会
、
具
体
的
な
活
動
内
容
を
企
画
実

施
す
る
運
営
委
員
会
の
設
置
が
決
定
し
ま

し
た
。
併
せ
て
理
事
会
お
よ
び
運
営
委
員

会
の
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
会

の
理
事
は
７
名
、
監
事
は
２
名
で
す
。
運

営
委
員
は
18
名
で
す
。

◆
主
な
役
員

理
事
長
：
後
藤
幸
平
（
飯
豊
町
長
）

副
理
事
長
：
斎
尾
直
子
（
東
京
工
業
大
学

建
築
学
系
准
教
授
）

所
長
：
糸
長
浩
司（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
エ
コ
ロ
ジ
ー・

ア
ー
キ
ス
ケ
ー
プ
理
事
長
）

副
所
長
：
舘
石
修
（
飯
豊
町
企
画
課
長
）

１
住
民
参
画
の
農
村
計
画
の
歴
史
を
継
承

し
、
現
在
や
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
を
育
成
し
ま
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化

な
ど
地
球
規
模
で
抱
え
て
い
る
複
雑
な
課

題
を
考
慮
し
な
が
ら
、
農
村
の
伝
統
的
な

知
恵
を
再
考
活
用
し
、
ま
た
新
た
な
知
と

実
践
手
法
を
学
び
、
情
報
交
流
の
場
を
提

供
し
ま
す
。

２①
農
山
村
の
持
続
的
発
展
に
寄
与
す
る
取

り
組
み
の
推
進
を
目
指
し
ま
す

②
専
門
的
学
術
研
究
者
と
地
域
住
民
の
意

見
交
換
が
十
分
に
行
わ
れ
る
組
織
を
め

ざ
し
ま
す

③
多
様
な
主
体
の
基
本
的
活
動
や
新
た
な

挑
戦
を
支
援
し
ま
す

④
誰
も
が
交
流
し
、
多
く
の
情
報
受
発
信

が
可
能
で
あ
る
機
関
を
め
ざ
し
ま
す

農
村
未
来
研
究
所
の
設
立

活
動
の
目
的

活
動
方
針

３◆
教
育
部
門

・
ま
ち
む
ら
づ
く
り
塾

・
飯
豊
町
現
地
で
の
実
践
的
学
び

◆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門

・
地
区
別
計
画
の
推
進
支
援

・
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
的
機
能
の
検
討

◆
研
究
部
門

・
農
村
計
画
ア
ー
カ
イ
ブ
作
成

・
あ
〜
す
図
書
室
で
の
農
村
計
画
情
報
発

信
主
な
活
動
内
容

昭
和
59
年
10
月
、
飯
豊
町
農
村
計
画
研

究
所
が
開
所
し
ま
し
た
。
農
村
地
域
の
人

材
育
成
と
町
内
外
交
流
、
情
報
の
受
発
信

を
目
的
に
、
高
峰
地
内
の
廃
校
と
な
っ
た

手
ノ
子
小
学
校
大
鹿
分
校
を
利
活
用
し
た

施
設
で
す
。
各
地
区

土
地
利
用
計
画
策
定

の
基
礎
調
査
や
策
定

支
援
事
業
、
全
国
対

象
の
農
村
計
画
講
座

開
催
を
行
い
ま
し
た
。

「
農
村
に
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

よ
り
豊
か
に
す
る
手
が
か
り
が
あ
る
」
と

の
漠
然
と
し
た
思
い
は
、
日
に
日
に
確
信

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
効
率
や
生
産
性
、

そ
し
て
、
便
利
さ
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
、

自
然
と
と
も
に
あ
る
良
質
な
暮
ら
し
と
持

続
可
能
な
生
活
様
式
へ
の
見
直
し
と
転
換

は
、
私
た
ち
の
将
来
を
明
る
く
描
く
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
今
、
な
す
べ
き

こ
と
は
何
か
を
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

農
村
生
活
を
よ
り
楽
し
く
、
よ
り
豊
か
に

　
　
　
い
い
で
農
村
未
来
研
究
所
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
飯
豊
町
長

後
藤
幸
平

旧
飯
豊
町
農
村
計
画
研
究
所

◆
問
合
せ
先
／
役
場
企
画
課
総
合
政
策
室
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研究所開所式の予定
◆日程／９月17日㈯　午後
◆場所／町民総合センター「あ～す」
◆内容／開所式とトークセッション
　　　　農村の魅力や暮らしなどの
　　　　テーマを予定
　（詳細は、後日お知らせします）
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